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総 説
１ 小泉俊三：新学会に期待するー総合医（generalist）の責務（responsibility）と PC連合学会の役割ー．

プライマリ・ケア ３３（１），１８‐１９，２０１０．

２ 小泉俊三：日本プリマリ・ケア連合学会誌としての出発に当たって総合する力で信頼の医療を再生

させよう！．日本プライマリ・ケア連合学会誌 ３３（２），８５‐８６，２０１０．

３ 小泉俊三：新しく出発した日本プライマリ・ケア連合学会に期待する総合医（generalist）の責務（re-

sponsibility）と日本プライマリ・ケア連合学会の役割．日本プライマリ・ケア連合学会誌 ３３（２），

９４‐９５，２０１０．

４ 小泉俊三：特集ホスピタリストと病院総合医［スペシャル・アーティクル］「病院総合医」のげん

じゅとその近未来像 日本型ホスピタリストは医療再生のカギとなるか．JIM ２０（９），６７８‐６８５，
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国内全国規模の学会

１ 小泉俊三：会長講演：今，あらためて医療コミニュケーションを問う．第５回医療の質・安全学会

学術集会．２０１０，１１，２７‐２８．第５回医療の質・安全学会誌 ５ supplement ３１．

２ 小泉俊三：ヒューマンエラーは裁けるのか，刑罰で命を守れるのか―航空機ニアミス事件最高裁判



決の split decisionを受けて―．第５回医療の質・安全学会学術集会．２０１０，１１，２７‐２８．第５回医

療の質・安全学会誌 ５ supplement ４３．

３ ○江村 正，吉田和代，松島俊夫，小田康友，小泉俊三：「模擬患者グループの協力で行っている研

修医のコミュニケーション教育の紹介」．第５回医療の質・安全学会学術集会．２０１０，１１，２７‐２８．

第５回医療の質・安全学会誌 ５ supplement １６９．

４ 副島 修，江口有一，松永 諭，吉岡経明，水田敏彦，江村 正，藤本一眞，小泉俊三：内臓肥満

に影響する食習慣―「早食い・ドカ食い・ながら食い」．第１回日本プライマリ・ケア連合学会学

術集会．２０１０，６，２６‐２７．第１回日本プライマリ・ケア連合学会学術集会抄録集，２５．

５ ＊大西弘高，小田康友，Marita Fadhilah，吉岡経明，小泉俊三：症例プレゼンテーションを用いた臨

床推論評価方法の検証．第１回日本プライマリ・ケア連合学会学術集会．２０１０，６，２６‐２７．第１

回日本プライマリ・ケア連合学会学術集会抄録集，５６．

６ ○坂西雄太，百武正樹，森崎龍郎，大山和彦，杉岡 隆，江村 正，小泉俊三：北海道幌加内町で全

国初の６種院医予防接種の公費全額助成を実現．第１回日本プライマリ・ケア連合学会学術集会．

２０１０，６，２６‐２７．第１回日本プライマリ・ケア連合学会学術集会抄録集，８１．

７ ＊大野毎子：九州家庭医療後期研修プログラム 唐津．第１回日本プライマリ・ケア連合学会学術集

会．２０１０，６，２６‐２７．第１回日本プライマリ・ケア連合学会学術集会抄録集，１７４．

８ ○坂西雄太，百武正樹，森崎龍郎，大山和彦，村上 悟，木下八代恵，守田秀生，江村 正，杉岡

隆，小泉俊三：任意ワクチン公費全額助成に関する北海道幌加内町の先駆的取り組み．第５回医療

の質・安全学会学術集会．２０１０，１１，２７‐２８．第５回医療の質・安全学会学術集会抄録集 １１５．

９ Makoto Kikukawa, Hiromi Nabeta, Maiko Ono, Yasutomo Oda, Emura Sei, Shunzo Koizumi: The character-

isties of a good clinical teacher as perceived by resident physicians in Japan.第４２回日本医学教育学会大会

予稿集．２０１０，７，３０‐３１．第４２回日本医学教育学会大会予稿集 ４１ sppl：１３５．

１０ Marita Fadhilah, Yasutomo Oda, Sei Emura, tsuneaki Yoshioka, Shunzo Koizumi, Hirotaka Onshi: Evaluation

of Medical Students in a university Hospital outpatient Clinc by Using Patient Satisfaction Questionnaire

(PSQ). 第４２回日本医学教育学会大会予稿集．２０１０，７，３０‐３１．第４２回日本医学教育学会大会予稿

集 ４１ sppl：１３６．

１１ Risahmawati, Sei Emura, Tomoko Noda, Dini Widiami Widodo, Irawati Ismail, Shunzo Koizumi: Physicians

Preferences for Clincal Information sources: aComparative Study between Teaching Hospitals in Japan and

Indonesia. 第４２回日本医学教育学会大会予稿集．２０１０，７，３０‐３１．第４２回日本医学教育学会大会予

稿集 ４１ sppl：１３８．

１２ 江口有一郎，高崎光浩，石川慎一郎，安西慶三，岩切龍一，杉岡 隆，阪本雄一郎，江村 正，小

泉俊三，宮崎耕治：大学病院の診療連携を基軸とした佐賀県診療録地域連携システム（pica pica

LINK）の推進．第５回医療の質・安全学会学術集会 千葉幕張メッセ．２０１０，１１，２７‐２８．医療の

質・安全学会誌：１１４（口演２‐１）．

１３ 西井 緑，江口有一郎，藤原元嗣，江口 仁，多胡雅毅，松永 諭，吉岡経明，副島 修，江村

正，小泉俊三：女性新規患者の疾患分布からみた，大学病院総合外来の地域医療における役割．第

５回医療の質・安全学会学術集会 千葉幕張メッセ．２０１０，１１，２７‐２８．医療の質・安全学会誌

１１５（口演２‐５）．

１４ 江口有一郎，堀江弘子，平川美智子，北島陽一郎，岩本英里，石橋絵理子，水田敏彦，藤本一眞，



小泉俊三：多職種からなるチーム医療によるメタボリックシンドロームに対する外来クリティカル

パス．第５回医療の質・安全学会学術集会 千葉幕張メッセ．２０１０，１１，２７‐２８．医療の質・安全

学会誌 １２０（口演５‐４）．

１５ 坂西雄太，百武正樹，森崎龍郎，大山和彦，村上 悟，木下八代恵，守田秀生，江村 正，杉岡

隆，小泉俊三：任意ワクチン公費全額助成に関する北海道幌加内町の先駆的取り組み．第５回医療

の質・安全学会学術集会 千葉幕張メッセ．２０１０，１１，２７‐２８．医療の質・安全学会誌 １１７（口演

３‐５）．

１６ 小野正文，江口有一郎，角田圭雄，兵庫秀幸，藤井英樹，鎌田佳宏，米田正人，鈴木康秋，青木則

明：クラウド・コンピューティングを駆使した遠隔地の多施設共同研究の試み―Japan Study Group

for NAFLD（JSG-NAFLD）の試み．第５回医療の質・安全学会学術集会 千葉幕張メッセ．２０１０，

１１，２７‐２８．医療の質・安全学会誌 １２９（口演１２‐４）．

１７ 副島 修，多胡雅毅，江口有一郎，西井 緑，藤原元嗣，江口 仁，松永 諭，吉岡経明，江村

正，小泉俊三：大学病院総合医による診療データ共有システム（PicaPica リンク）の利用経験，

第５回医療の質・安全学会学術集会 千葉幕張メッセ，２０１０，１１，２７‐２８，医療の質・安全学会誌

１６９（口演５‐５）．

１８ 副島 修，江口有一郎，西井 緑，藤原元嗣，江口 仁，多胡雅毅，松永 諭，吉岡経明，水田敏

彦○，江村 正，杉岡 隆，藤本一眞○，小泉俊三：内臓肥満に影響する食習慣 男性は「早食い」，

女性は「早食い・ドカ食い・ながら食い」．第３１回日本肥満学会．２０１０，１０，１．

地方規模の学会

１ ○坂西雄太，百武正樹，森崎龍郎，大山和彦，杉岡 隆，江村 正，小泉俊三：北海道幌加内町にお

ける全国初の６種任意ワクチン公費全額助成の実現とその経緯．九州・沖縄小児救急医学研究会．

２０１０，８，２１．第６回九州・沖縄小児救急医学研究会抄録集．

２ ○坂西雄太，百武正樹，森崎龍郎，杉岡 隆，小泉俊三：医療機関と行政との連携により地域医療を

支える．日本医療マネジメント学会第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，６．日本医療マネジメ

ント学会９回九州・山口連合大会抄録集 １７５．

３ ○福山 惠，松田野利子，前間真弓，水谷美幸，辛島 茜，河口康典，江口有一郎，水田敏彦：イン

スリン抵抗性 C型肝炎患者に対する栄養指導による減量治療の有効性と安全性の検討．第１３回日

本病態栄養学会年次学術集会 京都．２０１０，１，９‐１０．病態栄養 １２（５）：１６５（O‐１４０）．

４ 後川美智子，江口有一郎，水田敏彦，堀江弘子，石橋絵理子，磯田広史，黒木茂高，小野尚文，江

口尚久，藤本一眞：肝酵素（トランスアミナーゼ）に影響を与える食習慣‐特定健診における標準

的な質問表を用いた検討．第１３回日本病態栄養学会年次学術集会 京都．２０１０，１，９‐１０．病態

栄養 １２（５）：１６８（O‐１５３）．

５ 黒岩智子，碇 由美，黒岩弘子，今福ひろみ，前間真弓，福山 惠，林 章浩，三好 篤，水田敏

彦：職種機能別役割分担により低栄養状態を改善できた高齢者潰瘍性大腸炎の一例－看護師の機能

特性を生かして－．第２５回日本静脈経腸栄養学会 千葉（幕張メッセ）．２０１０，２，２２‐２．静脈経

腸栄養 ２５（１）：３４７（P‐０６９）．

６ 河口康典，水田敏彦，江口有一郎，尾崎岩太：Metabolic diseaseとしての C型肝炎に対する生活習

慣への介入効果．第１０７回日本内科学会総会 東京．２０１０，４，９‐１１．日本内科学会雑誌 ９９

supplement：２５（１２４）．



７ 大座紀子，水田敏彦，藤本一眞，石橋絵理子，北島陽一郎，桑代卓也，大枝 敏，高橋宏和，河口

康典，小野尚文，江口尚久，尾崎岩太，江口有一郎：非アルコール性脂肪性肝疾患患者に対する食

事運動療法前後の鉄代謝の変動．第９６回日本消化器病学会総会 新潟．２０１０，４，２２‐２４．日本消

化器病学会雑誌 １０７ supplement：A２２７（０８５）．

８ ＊小野尚文，磯田広史，江口尚久，高橋宏和，江口有一郎，水田敏彦：腹部超音波専門医の養成にお

ける Volume Navigation Systemの応用．第８３回日本超音波医学会学術集会 京都．２０１０，５，２９‐３１．

プログラム・講演抄録集 ３７ supplement：S２０４（８３‐PD‐I０４）．

９ ＊小野尚文，磯田広史，江口尚久，高橋宏和，江口有一郎，水田敏彦：腹部領域における３D‐USの

現状．第８３回日本超音波医学会学術集会 京都．２０１０，５，２９‐３１．プログラム・講演抄録集 ３７

supplement：S２０９（８３‐PD‐I１２）．

１０ 北島陽一郎，江口有一郎，藤本一眞：非アルコール性脂肪性肝炎の進展には骨格筋の脂肪化が関連

する．第４６回日本肝臓学会総会 山形．２０１０，５，２７‐２８．肝臓 ５１ suppl（１）：A４４（PD‐１０）．

１１ ○高橋宏和，江口有一郎，水田敏彦：糖尿病は C型慢性肝炎からの短期的な肝発癌の独立した危険

因子である．第４６回日本肝臓学会総会 山形．２０１０，５，２７‐２８．肝臓 ５１ suppl（１）：A６８（WS

３‐９）．

１２ ○水田敏彦，河口康典，江口有一郎，大座紀子，大枝 敏，桑代卓也，尾崎岩太：Insulin resistance-oriented

intervention programにより難治性 C型慢性肝炎の PEG-IFN+ribavirin治療効果は改善する．第４６回

日本肝臓学会総会 山形．２０１０，５，２７‐２８．肝臓 ５１ suppl（１）：A１５８（O‐７７）．

１３ ○磯田広史，江口有一郎，河口康典，水田敏彦，尾崎岩太，江口尚久，小野尚文，藤本一眞：PEG-IFN

/Ribavirin併用療法の副作用の推移－PEG-IFNα2aと PEG-IFNα2bの比較．第４６回日本肝臓学会総会

山形．２０１０，５，２７‐２８．肝臓 ５１ suppl（１）：A２３６（O‐２３３）．

１４ 江口有一郎，水田敏彦，石橋絵理子，北島陽一郎，堀江弘子，高橋宏和，副島 修，吉岡経明，松

永 諭，河口康典，尾崎岩太，小野尚文，江口尚久，小泉俊三，藤本一眞：トランスアミナーゼ上

昇を特定健診の質問表から抽出する－「体重増加」・「早食い」は非アルコール性脂肪性肝疾患を疑

う．第４６回日本肝臓学会総会 山形．２０１０，５，２７‐２８．肝臓 ５１ suppl（１）：A３８９（P‐２４０）．

１５ 北島陽一郎，江口有一郎，藤本一眞：非アルコール性脂肪性肝炎の進展には骨格筋の脂肪化が関連

する．第４６回日本肝臓学会総会 山形．２０１０，５，２７‐２８．肝臓 ５１ suppl（１）：A４４（PD‐１０）．

１６ ○磯田広史，江口有一郎，水田敏彦，堀江弘子，北島陽一郎，黒木茂高，尾崎岩太，安西慶三，小野

尚文，江口尚久，小泉俊三，藤本一眞：血清 ALT値は血清脂質と内臓脂肪蓄積に影響を受けてい

る．第３１回日本肥満学会 前橋．２００９，１０，１‐２．肥満研究 １６ Supplement：１３６（O‐０８６）．

１７ ○磯田広史，江口有一郎，水田敏彦，堀江弘子，北島陽一郎，黒木茂高，尾崎岩太，安西慶三，小野

尚文，江口尚久，小泉俊三，藤本一眞：血清 ALT値は血清脂質と内臓脂肪蓄積に影響を受けてい

る．第３１回日本肥満学会 前橋．２００９，１０，１‐２．肥満研究 １６ Supplement：１７８（P‐１７９）．

１８ ○水田敏彦，河口康典，小林由実，江口有一郎，安西慶三，藤本一眞：C型肝炎の ALT値に対する

metabolic factorsの関与．第３１回日本肥満学会 前橋．２００９，１０，１‐２．肥満研究 １６ Supple-

ment：１７９（P‐１８２）．

１９ 岩根紳治，尾崎岩太，藤本一眞：細胞接着分子 β１－インテグリンによる増殖因子のシグナル伝達

への関与の解析．第１４回日本肝臓学会大会 横浜．２０１０，１０，１３‐１４．肝臓 ５１ Supplement（２）：

A５０９（肝W１５‐５）．



２０ 北島陽一郎，江口有一郎，磯田広史，石橋絵理子，大座紀子，桑代卓也，大枝 敏，高橋宏和，河

口康典，水田敏彦，尾崎岩太，安西慶三，小野尚文，江口尚久，小泉俊三，藤本一眞，角田圭雄：

非アルコール性脂肪性肝炎の進展と骨格筋脂肪化との臓器関連．第１４回日本肝臓学会大会 横浜．

２０１０，１０，１３‐１４．肝臓 ５１ Supplement（２）：A５５３（肝 P‐１０９）．

２１ 江口有一郎，水田敏彦，北島陽一郎，石橋絵理子，大座紀子，高橋宏和，桑代卓也，大枝 敏，河

口康典，尾崎岩太，安西慶三，小野尚文，江口尚久，藤本一眞，小泉俊三：非アルコール性脂肪性

肝疾患に対する食事運動療法における臨床検査値の改善に要する時間的差異．第１４回日本肝臓学会

大会 横浜．２０１０，１０，１３‐１４．肝臓 ５１ Supplement（２）：A５５６（肝 P‐１２２）．

２２ 河口康典，水田敏彦，桑代卓也，大枝 敏，大座紀子，江口有一郎，尾崎岩太：インスリン感受性

良好な難治性 C型慢性肝炎（genotype 1bかつ≧5.0logIU/ml）に対するペグインターフェロン α2a，

リバビリン併用療法の効果．第１４回日本肝臓学会大会 横浜．２０１０，１０，１３‐１４．肝臓 ５１ Sup-

plement（２）：A５９２（肝 P‐２６７）．

２３ 大枝 敏，桑代卓也，大座紀子，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦：「生存年齢」から

みた肝細胞癌の予後の検討．第１４回日本肝臓学会大会 横浜．２０１０，１０，１３‐１４．肝臓 ５１ Sup-

plement（２）：A６１８（肝 P‐３７１）．

２４ 桑代卓也，大枝 敏，大座紀子，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦：時代的変遷からみ

た肝細胞癌治療と予後の変化．第１４回日本肝臓学会大会 横浜．２０１０，１０，１３‐１４．肝臓 ５１ Sup-

plement（２）：A６１９（肝 P‐３７６）．

２５ 藤原元嗣，江口有一郎，水田敏彦，北島陽一郎，江口 仁，多胡雅毅，江口尚子，内藤優香，松永

諭，吉岡経明，副島 修，江村 正，岩切龍一，藤本一眞，小泉俊三：Fスケールで評価される上

部消化管症状は非アルコール性脂肪性肝疾患症例で BMIと相関する．第５２回日本消化器病学会大

会 横浜．２０１０，１０，１３‐１４．日本消化器病学会雑誌 １０７ Supplement：A７６４（消 P‐３）．

２６ 堀江弘子，江口有一郎，水田敏彦，岡田倫明，岩本英里，古賀さやか，田代貴也，冨永智香子，黒

木茂高，小野尚文，江口尚久，中村隆典，駒田富佐夫，藤本一眞，岩切龍一：ニコチン依存症の質

問票（TDS）は，禁煙の行動ステージ（禁煙への意気込み）に影響を受ける．第１７回日本未病シス

テム学会学術総会 沖縄．２０１０，１１，１３‐１４．抄録集 p１２５（I２‐３）．

２７ 河口康典，水田敏彦，江口有一郎，尾崎岩太：C型慢性肝疾患における生活習慣是正の重要性．第

９５回日本消化器病学会九州支部例会 北九州．２０１０，６，１８‐１９．

２８ 大枝 敏，桑代卓也，大座紀子，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦：ステロイド先行イ

ンターフェロン療法にて良好な治療効果が得られた HCV-RNA陽性自己免疫性肝炎の２症例．第９５

回日本消化器病学会九州支部例会 北九州．２０１０，６，１８‐１９．

２９ ○磯田広史，江口有一郎，河口康典，尾崎岩太，水田敏彦，小野尚文，江口尚久，藤本一眞：胃全摘

後に発症した NASHの１例．第９５回日本消化器病学会九州支部例会 北九州．２０１０，６，１８‐１９．

３０ 樋高秀憲，桑代卓也，大枝 敏，大座紀子，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦，藤本一

眞：ミグリトールにより脂肪肝の改善がみられた２型糖尿病合併脂肪性肝炎の一例．第９５回日本消

化器病学会九州支部例会 北九州．２０１０，６，１８‐１９．

３１ 多胡雅毅，吉岡経明，江口 仁，江口尚子，藤原元嗣，内藤優香，松永 諭，副島 修，桑代卓也，

江口有一郎，江村 正，小泉俊三：抑肝散による薬物性肝障害の１例．第９５回日本消化器病学会九

州支部例会 北九州．２０１０，６，１８‐１９．



３２ 井上 周，桑代卓也，磯田広史，大枝 敏，岩根紳治，河口康典，江口有一郎，水田敏彦，尾崎岩

太，藤本一眞：C型急性肝炎の２例．第２９０回日本内科学会九州地方会 佐賀．２０１０，８，２８．

３３ 西井 緑，藤原元嗣，江口 仁，多胡雅毅，松永 諭，吉岡経明，副島 修，江口有一郎，小泉俊

三，江村 正：非典型的な頭痛で発症した側頭動脈炎の１例．第２９０回日本内科学会九州地方会．

２０１０，８，２８．

３４ ＊桑代卓也，高橋宏和，磯田広史，大枝 敏，岩根紳治，河口康典，江口有一郎，水田敏彦，江口尚

久，小野尚文：Acoustic Radiation Force Impuls (ARFI) elastographyによる慢性肝疾患患者の肝線維化

評価．日本超音波学会第２０回九州地方会 長崎．２０１０，１０，３．

３５ ＊小野尚文，岡田倫明，江口尚久，磯田広史，高橋宏和，江口有一郎，水田敏彦：造影３D‐USの現

状．日本超音波学会第２０回九州地方会 長崎．２０１０，１０，３．

３６ 小野尚文，岡田倫明，江口尚久，磯田広史，高橋宏和，江口有一郎，水田敏彦：腹部超音波教育に

おける Volume Navigation Systemの応用．日本超音波学会第２０回九州地方会．２０１０，１０，３．

３７ 江口有一郎，水田敏彦，岩切龍一，小田康友，酒見隆信，吉田和代，江村 正，松島俊夫，小泉俊

三，藤本一眞，宮崎耕治：消化器病学にいかに興味をもつか－卒前・卒後医学教育を通したハンズ

オンセミナー．第９６回日本消化器病学会九州支部例会 沖縄．２０１０，１１，１２‐１３．プログラム・抄

録集：８３（SP１‐１１）．

３８ 岡田倫明，小野尚文，磯田広史，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦，江口尚久，藤本一眞：胆管空

腸吻合術後繰り返す胆管炎に合併した肝炎症性偽腫瘍の一例．第９６回日本消化器病学会九州支部例

会 沖縄．２０１０，１１，１２‐１３．プログラム・抄録集：１６６（専３７）．

３９ 横尾麻耶，磯田広史，江口有一郎，大枝敏，桑代卓也，岩根紳治，河口康典，水田敏彦，尾崎岩太，

小野尚文，江口尚久，中山真一，藤本一眞：C型慢性肝炎に対する Peg-IFN+Ribavirin併用療法中

に抑うつ状態を呈し，IFNβ+Ribavirin併用療法に変更し治療継続できた２症例．第９６回日本消化器

病学会九州支部例会 沖縄．２０１０，１１，１２‐１３．プログラム・抄録集：１８９（研６０）．

４０ 江口 仁，江口有一郎，西井 緑，多胡雅毅，藤原元嗣，松永 諭，吉岡経明，副島 修，江村

正，鶴岡ななえ，岩切龍一，藤本一眞，小泉俊三：胃全摘５年後に多発骨転移再発を来した胃印環

細胞癌の一例．第９６回日本消化器病学会九州支部例会 沖縄．２０１０，１１，１２‐１３．プログラム・抄

録集：１２６（０７０）．

４１ 江口有一郎，高崎光浩，石川慎一郎，安西慶三，岩切龍一，杉岡 隆，阪本雄一郎，小泉俊三，藤

本一眞，宮崎耕治：佐賀県診療録地域連携システムを推進するために－大学病院の診療の現場から

－．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会 佐賀．２０１０，１１，５‐６．

４２ 堀江弘子，岩本英里，田代貴也，古賀さやか，江口有一郎，水田敏彦，藤本一眞：非アルコール性

脂肪性肝疾患（NAFLD）に対するチーム医療による外来パスの効果と課題．日本医療マネジメン

ト学会 第９回九州・山口連合大会 佐賀．２０１０，１１，５‐６．

４３ ＊江口尚子，江口有一郎，江口 仁，多胡雅毅，松永 諭，吉岡経明，副島修，江村 正，小泉俊三：

大学病院総合外来新規患者の性別，年齢についての特徴．日本医療マネジメント学会 第９回九州・

山口連合大会 佐賀．２０１０，１１，５‐６．

４４ 岡田倫明，江口有一郎，黒木茂高，小野尚文，江口尚久，高崎光浩．かかりつけ医から見た IDリ

ンクによる医療情報共有の利用と課題：日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会

佐賀．２０１０，１１，５‐６．



４５ 岡田倫明，江口有一郎，黒木茂高，小野尚文，江口尚久，高崎光浩：携帯型電子端末（ipad）の医

療現場での活用と課題．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会 佐賀．２０１０，１１，

５‐６．

４６ ○江村 正，吉田和代，江口有一郎，副島 修，小田康友，松島俊夫，小泉俊三：研修医の指導上，

注意しておいてほしい電子カルテの問題点．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大

会 佐賀．２０１０，１１，５‐６．

４７ 多胡雅毅，高崎光浩，藤本一眞，小泉俊三，宮崎耕治：佐賀県診療録地域連携システム（picapica

リンク）の現状と課題．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会 佐賀．２０１０，１１，

５‐６．

その他の学会

１ Yuichiro Eguchi, Toshihiko Mizuta, Yasunori Kawaguchi, Iwata Ozaki, Naofumi Ono, Takahisa Eguchi,

Kazuma Fujimoto: Visceral fat accumulation is the first and second hit pathogenesis for development of non-

alcoholic fatty liver disease. The 2nd International Forum of the 96th Annual Meeting of the Japanese Society

of Gastroenterology Niigata. 2010, 4, 23-24.

２ Yuichiro Eguchi, Yoichiro Kitajima, Toshihiko Mizuta, Hiroshi Isoda, Hirokazu Takahashi, Keizo Anzai, Nao-

fumi Ono, Takahisa Eguchi, Shunzo Koizumi, Kazuma Fujimoto: The organ crosstalk between liver and

skeletal muscle is a potentially influential factor in the diet and exercise therapy for nonalcoholic fatty liver

disease. The 9th JSH Single Topic Conference Tokyo. 2010, 11, 18-19. Abstract: 80 (poster 19).

３ 北島陽一郎，江口有一郎，磯田広史，石橋絵理子，大座紀子，高橋宏和，水田敏彦，尾崎岩太，藤

本一眞，堀江弘子，平川美智子，小野尚文，江口尚久，吉岡経明，小泉俊三：非アルコール性脂肪

性肝炎（NASH）の病態進展における骨格筋脂肪化の意義．第１８回肝病態生理研究会 山形．２０１０，

５，２６．

４ 北島陽一郎，江口有一郎，磯田広史，石橋絵理子，大座紀子，高橋宏和，水田敏彦，尾崎岩太，藤

本一眞，小野尚文，江口尚久，小泉俊三：非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）の病態進展と骨格

筋脂肪化．第一回 JSG-NAFLD研究会．２０１０，５，２７．

５ ○高橋宏和，水田敏彦，桑代卓也，大枝 敏，大座紀子，岩根紳治，河口康典，江口有一郎，尾崎岩

太，藤本一眞：C型慢性肝炎からの発癌における糖代謝異常が及ぼす影響．第４６回日本肝癌研究会

大阪．２０１０，７，８‐９．プログラム・抄録集 ８５（SY２‐５）．

６ 大座紀子，江口有一郎，桑代卓也，高橋宏和，河口康典，尾崎岩太，水田敏彦：集学的治療で制御

できている進行混合型肝癌の１例．第４６回日本肝癌研究会 大阪．２０１０，７，８‐９．プログラム・

抄録集 １４９（O３‐６）．

７ 桑代卓也，大枝 敏，大座紀子，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦：当院における肝細

胞癌治療の予後の時代的変遷．第４６回日本肝癌研究会 大阪．２０１０，７，８‐９．プログラム・抄

録集 １７９（１３‐４）．

８ 大枝 敏，水田敏彦，桑代卓也，大座紀子，岩根紳治，高橋宏和，河口康典，江口有一郎，尾崎岩

太：「生存年齢」からみた肝細胞癌の予後の検討．第４６回日本肝癌研究会 大阪．２０１０，７，８‐９．

プログラム・抄録集 １７９（１３‐５）．

９ ○三好 篤，甲斐敬太，神谷尚彦，河口康典，江口有一郎，水田敏彦，北原賢二，能城浩和，宮崎耕

治：長期予後を目指した肝切除を中心とした肝細胞癌治療．第４６回日本肝癌研究会 大阪．２０１０，
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７，８‐９．プログラム・抄録集 １８１（１４‐３）．

１０ ○磯田広史，江口有一郎，桑代卓也，水田敏彦，小野尚文，江口尚久，松尾智子，野中美穂，松瀬実

千代，黒岩邦子，白濱美樹，小泉俊三，藤本一眞：C型慢性肝炎に対する PEG-IFN/Ribavirin併用

療法（PEG+R）の身体的・精神的副作用には性差がある．第６回消化器病における性差医学・医

療研究会 東京．２０１０，７，１７．プログラム・抄録集 ２４（１１）．

１１ ○高橋宏和，江口有一郎，岩根紳治，水田敏彦，桑代卓也，大枝 敏，河口康典，和泉賢一，安西慶

三，尾崎岩太，藤本一眞：酸化ストレスマーカー「血清 d-ROMs値」と C型慢性肝炎の病態―抗

ウイルス治療前後での挙動．第７回酸化ストレスと肝研究会 福岡．２０１０，１１，１３‐１４．プログラ

ム：一般演題（１５）．

１２ 江口有一郎：エゼチミブの NAFLD合併高コレステロール血症に対する有用性の検討．佐賀肝炎治

療研究会 佐賀．２０１０，３，３１．

１３ 江口有一郎：B型肝炎の最新治療．佐賀 B型肝炎地域連携懇話会 佐賀．２０１０，４，３０．

学術（学会）賞


